








































た [1, 2, 3]．これらの取り組みを始めとして，大学
における認証基盤の統合は進んできたものの，学内
LAN を認証 LAN として運用することは各大学の
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図 1 「全学認証アカウントポータル」2007年 2月当時
図 2 全学認証アカウント登録通知
図 3 2007年 4月の全学認証システム概要
図 4 利用可能エリアに掲示したプロモーション
用ステッカー










ムのリプレースを進め，2008 年 5 月に国立大学で
初めて 802.11n対応無線 LANを運用開始した [6]．
本システムの運用は学内で大きなインパクトを持っ
て迎えられた (図 4)．無線 LAN アクセスポイン
トは年ごとに増設していき，Aruba Networks 社の
OEM 製品である Alcatel-Lucent 社の OmniAccess
を採用した*1．
2.3 OmniSwitch による光直収/MAC アドレス認
証ネットワークの構築
統一認証基盤の構築はキャンパスの情報化推進と
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図 5 「e共生キャンパス」と銘打ったポンチ絵



















*2 EXGEN Networks社の LDAP Managerを採用した．
ハードウェア面では光直収ネットワークの導入を見
越し*3，認証 VLAN機能の稼働実績があるアルカテ
ル・ルーセント社の OmniSwith 9800 を採用した．













































が自分の機器の MAC アドレスと VLAN の対応を
登録するシステムを構築した．








図 9 FTTD ネットワークの概要: 各部屋ごとに
1Gbpsを占有できる高速ネットワークを日本で初
めて実現した．
図 10 新規追加したコアスイッチ (下) と Radius













































メールサービスは KUMOI(Kyoto University Mail
clOud Interface) という公募による愛称で呼ばれ，
2011 年 12 月に Live@edu によるサービスインを
経て，2014年 8月に Office365 Educationに移行し
サービスを継続している．
2013 年度上半期に，すべての Live@edu 利用機
関は Office365に移行することが求められた．両者









ID Windows Live Microsoft Online Services
認証連携 SSO Toolkit Shibboleth, ADFS
ライセンス 無償 有料プランあり
メールサーバー Exchange Online（Exchenge Server 2010相当）
メールボックス容量 10G/アカウント
ファイル共有 SkyDrive SharePoint Online
メッセージング Windows Messenger Lync Online
組織ロゴの追加 可能 不可能







あり，ユーザ IDがWindws Live IDからMicrosoft
















*5 その他 Office アプリケーションが利用できるプ
ラン A3，さらにエンタープライズボイス機能（自
動応答）が加わるプラン A4 がある．Office365 の




















み合わせたものである (図 13,図 14)
我々は 2012年夏から移行のためのシステムの検
討を進め，複数回のリハーサルを行うなど周到に準
備を行った．移行期間である 2013 年 8 月 19 日か
ら 26日の 1週間，メール送受信のサービス自体は
停止することなく継続できたことから，移行は成功
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表示される (2012年 3月 5日，2013年末サー
ビスアップグレード後の Office365で修正)
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変わるはずのない UPNが書き換えられる (!) 前 項
の不具合と関連し，Wave15へのアップグレー
ド後，IMAP接続時の認証リクエストのユーザ
名で Office365 側 AD 内の UserPrincipalName
（以後 UPN と記載）が「学内 ID@st.kyoto-
u.ac.jp」で上書きされる現象が一日あたり 5
*7 Wave15 と呼ばれるバージョンへの移行となる．に
Live@edu から Office365 への移行したテナントでは，









































に戻すという作業を 2014 年 1 月 8 日まで毎
日行わざるを得なかった．本不具合については
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*8 Office365 は 2008 年からサービスを開始した Microsoft
Online Servicesが発展したものである．
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